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Good / よい

Agricultural / 農業を

Practice / 実践
せん
する

私
た
ち
が
食
べ
て
い
る
食
材
は
、
ど
こ
の
国
で
ど
の
よ
う
に
作
ら
れ
て
い
る

か
、
考
え
て
み
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
日
本
は
、
肉
、
魚
、
小
麦
、
大
豆
な

ど
の
大
半
を
輸
入
に
頼た
よ

っ
て
い
ま
す
。
食
品
が
私
た
ち
の
食
卓た
く

に
来
る
ま
で
に

は
、
遠
く
の
国
か
ら
船
で
運
ば
れ
た
り
、
ト
ラ
ッ
ク
で
輸
送
さ
れ
た
り
し
て
、

た
く
さ
ん
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
使
わ
れ
て
い
ま
す
。

地
産
地
消
と
は

G
A
P
認に

ん

証
と
は

　

地
産
地
消
と
は
、
地
域
で
と
れ
た
農
林
水
産
物
を
そ
の
地
域
内
で
消
費
し
よ

う
と
い
う
取
り
組
み
で
す
。
地
産
地
消
は
、
輸
送
距き
ょ
り離

が
短
い
た
め
二
酸
化
炭

素
の
発
生
を
抑
え
る
環か
ん

境
に
配
慮り
ょ

し
た
取
り
組
み
と
い
え
ま
す
。

　東京では区部や多摩
ま

の都市地域、
伊豆・小笠原の島しょ地域まで、
極めて広大な地域で、それぞれに
自然や周辺環

かん
境に応じた特色ある

農業が営まれています。

小松菜 トマト ほうれん草 キャベツ だいこん

ブロッコリー あしたば うど わさび えだまめ

とうもろこし

ばれいしょ にんじん

カリフラワー

のらぼう

いちご

らっかせい さやえんどう

むらめ

わけねぎ

しんとり

かんしょ

■「だれがどこで何を作っているのか」 
生産状況

きょう
がわかる。

■消費者と生産者の交流が深められる。

■食糧
りょう

自給率の向上に貢
こうけん
献する。

■地域の農林水産物を買うことで

　地域活性化につながる。

地産地消のメリット知ってる？ 野菜のこと

　東京に日本一広い海とたくさんの川があることを
知っていますか。東京湾

わん
だけではなく、伊豆諸島や小

笠原諸島を含
ふく

む広い海があります。東京の漁業生産量
は日本の海面の漁業生産量の約 0.1％とごくわずかで
すが、首都圏

けん
を中心に出荷

か
される水産物は新鮮

せん
でバラ

エティに富み、私たちの食卓
たく

に彩
いろど

りを添えています。 

出典：東京都産業労働局「魚と私たちと環
かん
境のかかわり」

Japan Good 

Agricultural Practice の略

ＪＧＡＰには種まきから収穫
かく

まで 120 以上
の審

しん
査項目があり、専門の審

しん
査員が、定期

的に農場に行って審
しん

査をしています。

最 近、GAP の 取 得 を
求める食品メーカー
やスーパーが増えて
きているんですよ。

出典：東京都産業労働局「とうきょうを食べよう 野菜・果物ガイド」

出典：農林水産省「GAP(農業生産工程管理 )をめぐる情勢」

知ってる？ 魚 の こ と

東京で作られている野菜

主な地産地消の取り組み

　

持
続
可
能
な
農
業
の
取
り
組
み
と
し
て
、
G
A
P
が
注
目
さ
れ
て
い
ま
す
。
G
A
P
と
は

直
訳
す
る
と
「
よ
い
農
業
の
取
り
組
み
」
の
こ
と
で
、消
費
者
に
も
、農
家
に
も
、環か
ん

境
に
も
、

「
G
o
o
d
」
な
農
業
で
あ
る
と
の
意
味
で
す
。

　

農
産
物
を
提
供
す
る
う
え
で
一
番
重
要
な
の
は
食
の
安
全
の
確
保
で
す
。
G
A
P
に
お
け
る

「
食
品
安
全
」
は
、「
異
物
混
入
な
ど
の
食
品
安
全
に
対
す
る
リ
ス
ク
を
減
ら
す
よ
う
な
ル
ー
ル

を
作
り
、
実
践せ
ん

す
る
農
場
」
で
あ
る
と
保
証
す
る
こ
と
で
す
。
例
え
ば
、
農
産
物
に
ハ
サ
ミ
や

ガ
ラ
ス
片
な
ど
の
異
物
が
混
入
す
れ
ば
、
そ
れ
を
買
っ
た
消
費
者
が
け
が
を
す
る
可
能
性
が
あ

り
、
農
家
は
大
変
な
損
害
を
受
け
ま
す
。

　

日
本
で
は
少
子
高
齢れ
い

化
に
よ
り
農
業
従
事
者
の
人
手
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
ま
す
。

2
0
1
9
年
農
業
従
事
者
の
平
均
年
齢れ
い

は
67
歳さ
い

。
農
作
業
に
よ
る
死
亡
事
故
の
発
生
率
は
高

く
、
毎
年
約
3
0
0
人
以
上
の
方
が
亡
く
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
う
ち
84
％
が
65
歳さ
い

以
上
の

高
齢れ
い

者
で
す
。
ま
た
、
土
、
水
、
気
温
と
い
っ
た
田
畑
の
環か
ん

境
に
農
業
の
経
営
が
左
右
さ
れ

ま
す
。

　

そ
こ
で
、
農
家
は
、
安
全
に
働
け
る
環か
ん

境
で
、
農
場
の
周
り
の
環か
ん

境
を
汚よ
ご

す
こ
と
な
く
、
食

の
安
全
の
た
め
の
衛
生
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
作
り
、
実
践せ
ん

す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
多
く
の
農

業
従
事
者
が
自
主
的
に
Ｇ
Ａ
Ｐ
に
取
り
組
む
こ
と
は
、
安
定
し
た
農
業
経
営
（
持
続
可
能
な
農

業
）の
実
現
や
農
産
物
の
安
全
の
確
保
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

G
A
P
認に
ん

証
は
、
食
の
安
全
や
環か
ん

境
保
全
な
ど
、
持
続
可
能
な
農
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
、
第
三
者
が
認み
と
め
る
農
場
に
与あ
た
え
ら
れ
ま
す
。
審し
ん
査
は
、
G
A
P
基
準
に
従
っ

て
審し
ん
査
し
ま
す
。
こ
の
基
準
は
、
農
家
に
求
め
ら
れ
る
「
も
の
さ
し
」
の
こ
と
で
、
日

本
で
は
J
G
A
P
、
A
S
I
A
G
A
P
、
G
L
O
B
A
L
G.
A.
P.
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
G
A
P
認に
ん
証
は
、
産
地
や
生
産
工
程
の
管
理
の
改
善
を
体
系
的
に
取
り
扱
あ
つ
かう
仕
組
み
と

し
て
、
東
京
2
0
2
0
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
食
材
調
達
基
準
と
な
っ
て
い
ま
す
。

GAPの実施(例)

GAPとは

JGAP（ジェイ・ギャップ）

農場内を点検し、課題や問題
点を見つけ、改善。

地産地消・G A P 新聞 2 0 2 0 年（令和２年）3月

出典：農林水産省「ジュニア農林水産白書２０１９年」

■直販所での販
はん

売　

■地場の農林水産物
を活用した加工品
の開発

■学校給食や社員食
堂での利用販

はん

売

■消費者と生産者と
の交流・体験活動

食品安全

包装資材のそばに灯油など汚
おせん

染
の原因となるものを置かない

堆
たい

肥置き場や調製施
し

設では、
専用の履

はき
物を準備する

労働安全

危険な作業はスイッチを止め
てから行う（巻き込

こ
まれ防止）

危険箇
か

所の掲
けい

示をする

環
かん
境保全

廃
はいき

棄物を農場に放置しない

農薬空容器は分別して処分

持
続
可
能
な
農
業
へ
の
取
り
組
み
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